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　　5度目の質問（今回　平成30年6月）

　　　川口）　またしても2年間見直し作業が止まっていると指摘。未着手のシルバー人材センターについて

　　　　　　　、前期計画の検証をせずに新期計画を注視するとした点や、そもそもこれらの計画自体が法人

　　　　　　　の運営や事業展開の基本方針を定めたものであり、着手済みの団体が策定している改善計画と

　　　　　　　、シルバー人材センターが策定した基本方針計画を同様の物であるとした市の判断に異議。

　　　市）　　今後はスピード感をもって取り組む。シルバー人材センターについては、30年度が計画の中

　　　　　　　間年であり、ここでまとめられる計画の進捗状況を把握し、今後の対応を検討したいと答弁。

　　1度目の質問（平成20年12月）　→　グリーンズ川越39号参照

　　　川口）　18年度策定予定の外郭団体見直し指針ができていないと指摘。情報公開の在り方を提言。

　　　市）　　19年度中に策定したいと答弁。情報公開については検討したいと答弁。　→　今は改善

　　2度目の質問（平成22年6月）　　→　グリーンズ川越45号参照

　　　川口）　21年度になってまだ見直しプランができていない。見直しプラン策定には外部の専門家が必　　　　

　　　　　　　要。さらに情報公開も必要と提言。　

　　　市）　　プラン策定には常時外部の専門家を入れる。今年度中に見直しプランを策定し23年度から実

　　　　　　　施したい。情報公開もできるものからやっていくと答弁。　　→　今は実現　　　　　　　　　　　　　　　　

　　3度目の質問（平成25年6月）　　→　グリーンズ川越57号参照

　　　川口）　23年9月に1団体目の見直し終了、さらに2団体目に着手中の現状を評価。さらなる情報公開

　　　　　　　を求める。また、外郭団体の市からの委託契約は100％随意契約であることを指摘、検証な

　　　　　　　き随意契約の見直し、さらに委託契約全体を把握している部署が無いことを指摘。

　　　市）　　随意契約の毎年の検証と契約課で全体を把握し、全庁に開示すると答弁。　→　今は実現

　　4度目の質問（平成27年12月）　→　グリーンズ川越63号参照

　　　川口）　2団体目の見直しに3年以上かかっていることを指摘、二つの団体の見直しを並行して行うこ

　　　　　　　とを提言。さらに副市長が充て職で代表職についていることを指摘

　　　市）　　見直しは2団体並行して行う。副市長の充て職は検討と答弁。

　　　平成27年12月議会時には、4つの団体で充て職の副市長が代表者に就いていました。「契約の相手方

　　となる外部団体の代表に就くことは、業務執行の透明性を高める観点からも見直すべき」と指摘してい

　　ましたが、現在は全て改善され、現役の市職員は代表者から外れました。市職員の団体への派遣も抑制

　　の方向にあり、望ましい流れといえます。一方で、人材確保の難しさは課題として残っているようです。
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外郭団体の見直し！5度目の指摘！
1度目の指摘から10年目の現状

副市長が充て職で代表者 → 今は改善
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